
（第三種郵便物認可）２０２４年８月５日 大阪歯科保険医新聞（５、15、25日発行）（３）

再
エ
ネ
で
電
気
料
金
が

再
エ
ネ
で
電
気
料
金
が

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

大
阪
で
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
は
目
指
せ
る
か

小
澤
理
事
長
：
大
阪
の
経
済
対
策
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
か
ら
経
済
の

活
性
化
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
歯
科
医
療
機
関
も
光
熱
費
の
負

担
は
軽
く
し
た
い
。
府
民
の
暮
ら
し

も
光
熱
費
が
浮
け
ば
生
活
し
や
す
く

な
る
し
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が
増

え
れ
ば
患
者
さ
ん
も
歯
科
医
療
機
関

に
安
心
し
て
受
診
し
や
す
く
な
る
。

社
会
保
障
の
国
民
負
担
が
増
え
て
い

る
ほ
か
、
光
熱
費
や
物
価
高
騰
の
あ

お
り
を
受
け
、
受
診
抑
制
も
出
て
い

る
。
自
治
体
の
お
金
の
使
い
方
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

　

大
阪
で
は
２
０
２
５
年
万
博
が
唯

一
の
経
済
対
策
で
あ
る
か
の
よ
う
に

政
策
と
し
て
の
住
居
モ
デ
ル

歌
川
氏
：
住
宅
で
は
、
国
や
都
道
府

県
、
自
治
体
が
政
策
と
し
て
断
熱
建

築
規
制
を
し
、
ま
た
断
熱
建
築
と
太

陽
光
発
電
を
活
用
し
た
住
居
モ
デ
ル

を
示
し
て
い
く
と
い
い
。
今
後
、
国

や
都
道
府
県
、
市
の
政
策
で
、
新
築

分
譲
も
中
古
分
譲
も
戸
建
て
も
集
合

住
宅
も
断
熱
・
太
陽
光
が
あ
た
り
ま

え
に
、
賃
貸
住
宅
も
断
熱
と
太
陽
光

発
電
が
「
売
り
」
に
な
る
仕
組
み
を

作
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
地
域
に

自
治
体
出
資
の
新
電
力
が
で
き
、
地

域
の
再
エ
ネ
を
集
め
て
地
域
に
供
給

し
再
エ
ネ
１
０
０
％
に
近
づ
け
る
、

例
え
ば
屋
根
置
き
太
陽
光
や
農
地
の

太
陽
光
か
ら
国
の
買
取
価
格
よ
り
も

高
く
買
い
取
り
地
域
に
供
給
、
地
域

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％

に
な
る
の
を
支
援
、
集
合
住
宅
な
ど

に
費
用
対
効
果
の
高
い
普
及
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
公
営
住
宅
は
率
先
し
た

取
組
が
自
治
体
主
導
で
可
能
だ
。
公

営
住
宅
を
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
か
つ
断
熱
も
も
っ
と
は
る

か
に
強
力
な
も
の
に
す
る
。
公
営
住

宅
に
は
平
均
よ
り
所
得
が
低
い
方
々

莫
大
な
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
が
府
民
の
身
近
な
生
活
改

善
に
つ
な
が
る
と
は
思
え
な
い
。
景

気
対
策
ど
こ
ろ
か
万
博
建
設
が
進
む

の
と
並
行
し
て
、
国
民
健
康
保
険
料

が
大
阪
府
は
全
国
一
高
く
、
介
護
保

険
料
は
大
阪
市
が
全
国
一
最
悪
水
準

と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
死
亡
者

数
も
最
も
多
い
と
い
う
事
態
が
起
こ

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
数
字
に
正
面
か

ら
向
き
合
え
ば
、
府
政
・
市
政
の
誤

り
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

府
民
に
と
っ
て
優
し
い
経
済
と
は
何

な
の
か
。
も
っ
と
視
点
を
変
え
て
、

地
産
地
消
と
か
中
小
企
業
対
策
に
も

な
り
う
る
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
大
阪
で

制
度
の
売
電
価
格
は
最
近
で
は
下
が

り
、
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
10
〜
11
円
で
あ

る
。
一
方
自
家
消
費
に
す
る
と
ｋ
Ｗ

ｈ
あ
た
り
30
円
の
購
入
電
力
を
、
発

電
コ
ス
ト
半
額
の
太
陽
光
で
お
き
か

え
ら
れ
る
。
企
業
や
自
治
体
な
ど
で

も
、
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
25
〜
30
円
の
電

気
代
が
、
屋
根
の
太
陽
光
は
ｋ
Ｗ
ｈ

あ
た
り
12
〜
15
円
で
抑
え
ら
れ
、
化

石
燃
料
と
比
較
を
す
る
と
大
幅
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
安
く
な
る
と

い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

化
石
燃
料
の
価
格
高
騰
で
、
以
前

な
ら
会
社
で
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
約
20

円
、
家
庭
で
約
25
円
く
ら
い
だ
っ
た

電
気
料
金
が
い
ず
れ
も
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た

り
30
円
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
値
上
げ

に
な
っ
て
電
気
代
が
上
が
っ
て
い

る
。
価
格
高
騰
の
一
方
、
住
宅
用
太

陽
光
は
電
気
料
金
が
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り

16
円
と
安
い
。
戸
建
住
宅
な
ら
屋
根

設
置
し
自
家
消
費
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や

賃
貸
住
宅
で
も
工
夫
す
れ
ば
各
戸
で

自
家
消
費
で
き
る
。
固
定
価
格
買
取

も
目
指
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
選

挙
の
争
点
に
も
な
る
と
聞
く
が
。

歌
川
氏
：
企
業
も
家
庭
も
新
築
や
改

修
時
の
建
物
断
熱
、
更
新
時
の
機
器

・
車
の
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
普
及
を
進

め
、
国
の
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
府
や

市
町
村
の
独
自
政
策
で
推
進
す
る
余

地
は
十
分
あ
る
。
対
策
で
光
熱
費
を

削
減
、
府
か
ら
域
外
流
出
し
て
い
る

お
金
を
地
域
に
回
し
、
府
民
生
活
向

上
に
資
す
る
。
地
場
産
業
・
地
域
の

景
気
も
プ
ラ
ス
に
な
る
。
設
備
費
と

光
熱
費
合
計
を
減
ら
す
省
エ
ネ
・
再

エ
ネ
の
政
策
・
仕
組
み
で
、
地
元
の

中
小
企
業
を
活
用
す
れ
ば
経
済
好
循

環
が
生
み
出
せ
る
。
温
暖
化
へ
の
対

策
も
図
れ
る
。

も
い
て
光
熱
費
の
所
得
に
占
め
る
割

合
が
高
い
。
光
熱
費
に
苦
し
ま
な
く

て
済
む
よ
う
に
、
断
熱
を
し
て
、
設

置
さ
れ
て
い
る
家
電
な
ど
も
省
エ
ネ

機
器
に
変
え
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
と
い
い
と
思
う
。

　

こ
れ
は
空
想
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
自
治
体
は
断
熱
建
築
普
及
を

優
先
政
策
に
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
厳
し
い
寒
さ
の
冬
で
も
暖
房
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
ほ
ぼ
か
か
ら
な
い
、

「
パ
ッ
シ
ブ
住
宅
」
と
い
う
、
日
本

の
断
熱
水
準
よ
り
も
は
る
か
に
高
性

能
の
断
熱
を
公
営
住
宅
に
付
け
て
い

る
市
町
村
が
あ
る
。
日
本
で
も
そ
う

い
う
政
策
が
考
え
ら
れ
る
。
公
営
住

宅
で
、
家
の
太
陽
光
発
電
設
置
、
断

熱
建
築
、
省
エ
ネ
家
電
機
器
普
及
が

快
適
で
こ
う
い
う
風
に
で
き
る
と
い

う
モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
な
り
、
入
居
者

だ
け
で
な
く

地
域
全
体
の

モ
デ
ル
に
な

っ
て
い
く
と

よ
い
。

電
気
自
動
車
の
充
電
の
問
題

小
澤
理
事
長
：
電
気
自
動
車
を
充
電

す
る
時
は
、
ど
の
メ
ー
カ
ー
で
も
互

換
性
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
国
際
的

な
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
。
あ
る
い
は

各
社
に
よ
っ
て
各
社
の
充
電
器
が
異

な
る
の
か
。

歌
川
氏
：
電
気
自
動
車
は
会
社
の
駐

車
場
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
家
の
駐

一
般
家
庭
で
の
再
エ
ネ
導
入
の

費
用
対
効
果
は

小
澤
理
事
長
：
一
般
の
戸
建
住
宅
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
よ
う
と
思
う
と
費
用
対

効
果
は
ど
う
か
。
自
治
体
の
対
策
の

余
地
は
あ
る
か
。

歌
川
氏
：
戸
建
住
宅
で
、
太
陽
光
を

設
置
す
る
と
、
電
気
代
節
約
で
設
備

費
は
約
10
年
で
も
と
が
と
れ
る
。
太

陽
光
に
加
え
蓄
電
池
を
入
れ
る
と
投

資
回
収
に
20
年
か
か
る
。
補
助
金
が

あ
れ
ば
も
う
少
し
投
資
回
収
年
が
短

く
な
る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

集
合
住
宅
の
場
合
は
、
管
理
組
合
で

合
意
で
き
れ
ば
共
用
部
だ
け
で
も
太

陽
光
発
電
を
つ
け
て
、
そ
の
電
気
を

ま
か
な
う
こ
と
は
比
較
的
や
り
や
す

い
。
太
陽
光
の
電
気
を
各
住
居
に
分

け
る
方
法
、
売
電
し
て
み
ん
な
で
分

け
合
う
と
い
う
こ
と
も
工
夫
で
あ
り

得
る
。
賃
貸
で
も
例
が
あ
る
。
こ
の

時
、
自
家
消
費
の
場
合
は
ｋ
Ｗ
ｈ
あ

た
り
30
円
で
買
っ
て
い
る
電
気
が
屋

根
置
き
で
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
15
〜
16
円

で
発
電
で
き
る
の
で
儲
か
る
が
、
買

取
制
度
で
電
気
を
売
っ
た
場
合
に
は

ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
10
〜
11
円
な
の
で
、

経
費
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
工
夫
が

必
要
。
高
く
買
う
小
会
社
も
あ
る
。

補
助
だ
け
で
な
く
、
補
助
金
だ
と
補

助
金
件
数
し
か
進
ま
な
い
が
、
自
治

体
は
方
法
や
各
種
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い

て
専
門
家
を
雇
い
中
小
企
業
や
住
民

に
中
立
的
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。

大
阪
府
で
も
１
・
２
兆
円
の

光
熱
費
削
減
効
果
の
試
算

歌
川
氏
：
国
レ
ベ
ル
で
は
大
口
事
業

所
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
義
務
化
、

断
熱
建
築
規
制
、
省
エ
ネ
機
器
の
効

率
や
車
の
燃
費
規
制
、
再
エ
ネ
発
電

所
普
及
の
ル
ー
ル
な
ど
を
進
め
て
い

け
ば
い
い
し
、
自
治
体
で
は
す
で
に

工
場
で
売
っ
て
い
る
も
の
、
大
工
さ

ん
が
建
て
て
く
れ
る
断
熱
建
築
・
省

エ
ネ
機
器
、
省
エ
ネ
の
車
や
電
気
自

動
車
、
再
エ
ネ
発
電
・
機
器
な
ど
を

地
域
に
１
０
０
％
普
及
す
る
こ
と
が

自
治
体
の
メ
イ
ン
の
政
策
だ
ろ
う
。

基
礎
自
治
体
が
住
宅
と
車
な
ど
に
関

わ
る
普
及
政
策
、
た
と
え
ば
省
エ
ネ

再
エ
ネ
の
相
談
の
し
く
み
や
頭
金
ゼ

ロ
の
負
担
の
地
域
の
し
く
み
を
進
め

る
、
手
が
届
く
技
術
の
普
及
に
よ
っ

て
市
民
生
活
も
よ
く
な
り
、
地
域
循

環
型
の
景
気
対
策
に
も
な
る
。
ヨ
ー

車
場
の
充
電
器
で
毎
日
使
用
前
に

「
満
タ
ン
」
に
な
っ
て
い
る
と
便

利
。
こ
こ
で
は
出
先
で
充
電
す
る

「
急
速
充
電
」
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
車
の
充
電
器
に
も
規
格
が
複
数

あ
り
、
い
く
つ
か
充
電
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
。
統
一
規
格
か
、
ど
れ
で
も
充

電
で
き
る
よ
う
だ
と
利
用
者
に
は
便

利
で
あ
る
。
日
本
で
普
及
し
て
い
る

充
電
シ
ス
テ
ム
は
急
速
充
電
器
と
し

て
は
充
電
速
度
が
や
や
遅
い
。
充
電

を
速
く
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
入
っ

て
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
も
ド
ラ
イ
バ

ー
が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
で
い
る
間
に
充
電
が
終
わ
っ

て
い
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
普
通
に

普
及
す
る
と
い
い
。
国
内
普
及
の
充

電
器
種
類
は
政
府
の
政
策
で
決
め

る
。
充
電
方
式
が
合
わ
な
い
か
ら
充

電
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
不
便
な

こ
と
は
避
け
た
い
。

ロ
ッ
パ
で
は
こ
う
し
た
役
割
分
担
が

さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
そ
う
い
う

こ
と
を
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
と
思
う
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
光
熱
費
の
海

外
流
出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
よ
り
電
気
代
が
半
額
に
な
る
こ
と

も
あ
り
得
る
。
断
熱
材
な
ど
の
省
エ

ネ
の
設
備
投
資
を
地
元
業
者
に
発
注

し
て
い
け
ば
、
地
元
の
地
域
経
済
が

活
性
化
す
る
。
地
域
の
産
業
が
活
性

化
す
れ
ば
雇
用
創
出
に
も
つ
な
が

る
。
設
備
投
資
で
、
大
阪
府
に
当
て

は
め
た
場
合
の
一
つ
の
試
算
だ
が
２

０
２
３
年
に
年
間
２
８
０
０
億
円
の

省
エ
ネ
な
ど
へ
の
設
備
投
資
を
し
、

一
方
で
省
エ
ネ
効
果
の
ほ
か
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
シ
フ
ト
な
ど

で
光
熱
費
が
年
間
５
１

０
０
億
円
削
減
さ
れ
れ

ば
２
０
３
０
年
に
は
２

０
２
３
年
時
と
比
較
し

て
１
・
２
兆
円
の
光
熱

費
削
減
効
果
が
得
ら
れ

る
と
の
試
算
が
あ
る
。

そ
の
場
合
の
雇
用
創
出

効
果
は
約
２
万
６
千
人

だ
。
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ

で
地
域
循
環
型
の
経
済

活
性
化
は
十
分
可
能

だ
。

小澤先生

小澤先生と歌川先生

歌川先生の資料を基に作成
年1.3兆円年1.3兆円

累計
75兆円
累計
75兆円

年5100億円年5100億円

累計
35兆円
累計
35兆円

設備投資

光熱費削減

2023年2023年 2030年2030年 2050年2050年

累計
40兆円
   削減 ！

年2800億円年2800億円
年4900億円年4900億円

累計
1.2兆円
 削減 ！

累計
1.2兆円
 削減 ！

質質 

疑疑 

応応 

答　
　
答　
　


